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環境影響評価準備書の公告及び縦覧 

 

 

「環境影響評価法」第 16 条の規定に基づき、一般に対し準備書を作成した旨及びその他事項を公

告し、準備書を縦覧に供した。 

 

 (1) 公告の日 
令和 6 年 4月 16 日（火） 

 

 (2) 公告の方法 
  ア．日刊新聞紙による公告 

公告は令和 6 年 4 月 16日（火）付の日刊新聞紙「朝日新聞（三重全県版）」、「毎日新聞（三重

全県版）」、「読売新聞（三重全県版）」、「中日新聞（三重版）」、「伊勢新聞」に掲載した。（別紙 1） 

 

  イ．インターネットへの掲載による公告 

ホームページに令和 6年 4 月 16 日（火）より掲載した。（別紙 2） 

 https://www.pacificoenergy.jp/news/detail/20240416/ 

 

 (3) 縦覧場所 
関係地域を対象に、以下に示す 3カ所にて縦覧を実施した。また、パシフィコ・エナジー株式

会社のホームページにおいて、インターネットの利用により電子縦覧を行った。 

 

・津市役所（環境部環境保全課）（津市西丸之内 23 番 1 号） 

・津市役所（白山総合支所地域振興課）（津市白山町川口 892） 

・津市役所（大三出張所）（津市白山町二本木 1001-253） 

 

 (4) 縦覧期間 
・縦覧期間：令和 6 年 4 月 16 日（火）から令和 6 年 5 月 15 日（水）まで 

（意見提出期限である令和 6 年 5月 30 日（木）まで追加して閲覧に供した） 

・縦覧時間：各施設の開庁日の開庁時間に準じた。 

※インターネットの利用による縦覧（電子縦覧）も上記縦覧及び閲覧期間と同じとし、電子縦

覧は期間中、終日アクセス可能な状態とした。 

 

 (5) 縦覧者数 
縦覧者数（縦覧者名簿記載者数）は 3 件であった。 
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「環境影響評価法」第 17 条の規定に基づき、準備書の記載事項を周知するための説明会を開催

した。開催場所、開催日時及び来場者数は表 1-1 に示すとおりである。 

 

表 1-1 開催場所、開催日時及び来場者数 

 開催日時 開催場所 来場者数 

第 1 回 
令和 6 年 5月 8 日（水） 

18時 30 分～20 時 
津市 白山総合文化センター多目的室 11 名 

 

「環境影響評価法」第 18 条第 1 項の規定に基づき、環境の保全の見地から意見を有する者の意

見の提出を受け付けた。 

 

(1) 意見書の提出期間 
令和 6 年 4月 16 日（火）から令和 6 年 5 月 30日（木）まで 

（郵送での受付は、当日消印有効とした） 

 

(2) 意見書の提出方法 
準備書に対する環境保全の見地からの意見は、以下の方法により受け付けた。 

①パシフィコ・エナジー白山合同会社への書面の郵送 

②準備書縦覧場所に設置した意見書箱への投函 

③住民説明会会場での提出（別紙 3） 

 

(3) 意見書の提出状況 
提出された意見書の総数は 2 通 9件であった。 
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環境影響評価準備書についての意見の概要及び事業者の見解 

「環境影響評価法」第 18 条第 1 項の規定に基づいて、当社に対して意見書の提出により述べら

れた環境の保全の見地からの意見は 2 通 9 件であった。 

「環境影響評価法」第 19 条及び「電気事業法」第 46 条の 12 の規定に基づく、環境影響評価準

備書についての意見の概要並びにこれに対する当社の見解は、表 2-1 に示すとおりである。 

 

表 2-1 環境影響評価準備書について述べられた意見の概要と事業者の見解（意見書） 

【事業計画】 

No. 一般の意見の概要 事業者の見解 

1 

環境保全、災害対策等々安全面には充分御

配慮される事と思いますが、地域住民にとっ

て常に不安はあるので、国や県の事業計画策

定ガイドラインでも示されている様に、地域

との関係構築を特に意識され、コミュニケー

ションを密に図られたい。 

地域との関係構築を意識し、環境影響評価の

手続き以降も含め、コミュニケーションの維持

に努めます。 

2 

先般の住民説明会で、太陽光パネルの下草

はそのまま放置との説明（生態系が戻る）が

あったが、最近メガソーラーで大規模な火災

が相次いでいる。台風による損壊や機器の不

良で発生した火花による火災のリスクは考

えておられないのか。 

太陽光パネルの下は緑地化・草地化します

が、草が伸び放題となるような放置は致しませ

ん。他の事業地では春から秋にかけて年に２、

３回程度の草刈りを行っております。また、事

業地内で発電した電力を送るための銅線は地

中に埋めており、草刈りや動物がかじる等によ

る断線のリスクを減らし、漏電による火災の発

生を回避しております。加えて、草刈りは金属

ではなくナイロン製の刃で行うことや事前に

草刈りルートを確認し危険個所はマーキング

することなどの対策により、間違って送電線を

両断するようなリスクも回避しております。 

他方、火災のリスクはゼロではないため、地

元消防署との連携、監視カメラ等による管理を

徹底いたします。 
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【大気環境】 

No. 一般の意見の概要 事業者の見解 

3 

降下ばいじん及び騒音の将来予測値につ

いて、工事関係車両の走行による影響と建設

機械の稼働による影響について別々に予測

評価していますが、それぞれの影響について

合成して評価すべきです。 

工事用車両については、国道 165 号の交通量

約 1 万台／日に対して、増加する交通量（往復

交通量）は工事のピーク時でも大型車 30 台／

日、小型車 400 台／日程度であるため、工事用

車両の増加に伴う影響は道路に近接した空間

の周辺にとどまると考えられます。 

一方、建設作業に関する影響の予測地点にお

いては、予測地点はいずれも資機材搬入道路か

ら十分な離隔距離があり、工事用車両の増加に

伴う影響は小さいと考えられることから、建設

機械の稼働に伴う降下ばいじん及び騒音との

合成は不要であると考えます。 

4 

建設機械の稼働による降下ばいじんの将

来予測において、バックグラウンドの３倍以

上の降下ばいじんが予測されている地点が

あるにもかかわらず、「スパイクタイヤ粉じ

んにおける生活環境の保全が必要な地域の

指標」と比較して問題なしとするのは、いか

がなものでしょうか。現在、この地域ではス

パイクタイヤは全く使用されておらず、粉じ

んの発生が少ない地域であるにもかかわら

ず、粉じん被害が大きい時の基準を持ち出し

てくるのはおかしいと思います。 

降下ばいじんの予測においては、改変区域の

全域が一斉に裸地となることを想定した安全

側の予測を行っています。実際の施工にあたっ

ては、ゴルフ場の芝をできるだけ残したまま工

事を行うとともに、準備書 p.455 に示した粉じ

ん等の影響を低減するための環境保全措置を

実施することで、工事に伴う降下ばいじんの影

響の低減が図られていると考えます。 

なお、「スパイクタイヤ粉じんにおける生活

環境の保全が必要な地域の指標」については、

降下ばいじんに関する環境基準等が存在しな

いため、参考指標として使用しています。 

5 

騒音の予測においても、工事関係車両の走

行による影響と建設機械の稼働による影響

を合成した場合、環境基準を超過する地点が

あるのではないでしょうか。 

5 月 8 日の説明会資料 P5 記載の N03、N04

の位置と、P7 記載の N03、N04 の位置が若干

違うような気がしますが、両地点で工事関係

車両の走行による影響と建設機械の稼働に

よる影響を合成した場合、どのような結果に

なるのでしょうか。 

工事用車両については、国道 165 号の交通量

約 1 万台／日に対して、増加する交通量（往復

交通量）は工事のピーク時でも大型車 30 台／

日、小型車 400 台／日程度であるため、工事用

車両の増加に伴う影響は道路に近接した空間

の周辺にとどまると考えられます。 

建設作業に関する影響の予測地点において

は、予測地点はいずれも資機材搬入道路からあ

る程度の距離があり、工事用車両の増加に伴う

影響は小さいと考えられることから、建設機械

の稼働に伴う降下ばいじん及び騒音との合成

は不要であると考えます。 

なお、説明会資料の N03、N04 の位置につい

ては、p5「道路交通騒音・振動の予測地点図」

に示した NO3 と NO4 の位置は、NO3と NO4 の現

地調査地点、p7「建設機械の稼働に伴う騒音予

測地点図」に示した位置は両地点の予測地点と

なります。 
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【反射光】 

No. 一般の意見の概要 事業者の見解 

6 

開発予定地のすぐ横を近鉄大阪線が運行

されています。住宅地における反射光による

影響予測をされていますが、反射光が近鉄電

車の安全運行に与える影響の評価がなされ

ていません。近鉄電車において何らかの事故

が生じた場合、反射光の影響があったとされ

る恐れはないのでしょうか。 

対象事業実施区域の南側の近鉄大阪線にお

いて、運行中の電車の車窓から対象事業実施区

域方向を望んだ場合、樹林の隙間から太陽光パ

ネルが瞬間的に見えることが予想されますが、

パネルの設置位置は電車の走行位置より高い

かほぼ水平に近い位置になるため、反射光は運

転席に届かないと考えられるほか、防眩処理が

施された低反射型のパネルを使用することか

ら、電車の運行に支障はないと考えておりま

す。 

 

【生態系】 

No. 一般の意見の概要 事業者の見解 

7 

生態系の上位性の注目種であるオオタカ

については、改変区域の広い範囲で確認され

たにもかかわらず、対象事業実施区域及びそ

の近隣で営巣していないことから、オオタカ

の営巣環境への影響は小さいと予測されて

います。 

また、サシバについても営巣中心域及び高

度利用域が改変されないことから、改変によ

る生息環境の減少・消失による影響は小さい

と予測されています。 

しかしながら、猛禽類については工事中の

騒音や草地（芝生地）の改変等の影響が未知

数であり、一度営巣を放棄したあとに再び元

の巣に戻る可能性も不明であることから、せ

っかく近隣地域において営巣活動をしてい

る両種については、事後調査が必要であると

考えます。 

それとも、御社では、猛禽類の繁殖行動が

なくなっても仕方がないとお考えなのでし

ょうか。 

生態系上位種及び動物の予測結果に示した

とおり、オオタカについては巣まで 1km 程度離

れていること（猛禽類保護の進め方（改訂版） 

環境省 H24.12）、サシバについては営巣中心

域及び高利用域が改変されないこと（サシバの

保護の進め方 環境省 H25.12）、工事に使用

する建設機械は、可能な限り低騒音型、低振動

型のものを使用するとともに、低騒音、低振動

となる工法を採用することから、工事中の改変

や騒音によるオオタカ及びサシバの営巣環境

や採餌活動への影響は小さいと予測していま

す。 

さらに、当該ゴルフ場は年間の 9 割程度稼働

しており、日中はプレーヤーが多いため猛禽類

の餌場としての利用はほぼないことから考え

ても、工事の実施による猛禽類の営巣活動や採

餌活動への影響は小さく、事業の実施により営

巣を放棄する可能性は低いと考えられます。 

以上のことから、事業の実施による猛禽類へ

の影響について実行可能な範囲で回避または

低減が図られることから、猛禽類に関する事後

調査は予定しておりません。 
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【植物】 

No. 一般の意見の概要 事業者の見解 

8 

植物の重要な種の一部は移植されるという

ことですが、移植による成功例はあまり知り

ません。特に、鹿等による食害も多いと聞い

ていますので、今回、人の往来のあるゴルフ

場施設から、ほとんど人の往来のない施設に

変更されることにより、鹿等による食害が増

えないように対策が必要と考えます。 

植物の重要種の移植については、生育適地へ

の移植後、事後調査によるモニタリングを行

い、専門家の助言も踏まえて順応的管理を行う

予定です。移植が難しい種については、専門家

の助言にもあるとおり、種子採取による播種な

ど、複数の方法を検討します。なお、ご意見の

とおり、シカ等による食害の影響も懸念される

ため、移植した個体を保護柵で囲む等の対策も

検討します。 

 

【事後調査】 

No. 一般の意見の概要 事業者の見解 

9 

事後調査の調査期間は、工事中～稼働後 1 年

程度とされていますが、工事計画によると土

地改変の土木工事が終わった後、約 1 年後に

は稼働開始となっており、実質、事後調査対

等生物等への影響についてはだいたい 2年程

度しか把握しないことになります。工事に伴

う影響についてはすぐに現れないこともあ

り、最低でも工事終了後 5 年程度の調査が必

要と思われます。 

ヤマトサンショウウオの生息及び繁殖地の

状況等に関する事後調査については、稼働後 1

年目程度、重要な植物種の移植後の生育状況等

に関する事後調査については、移植後 1 年目の

活着状況の確認までを目安としています。その

後の運転開始後の事後調査については、調査結

果に応じて、専門家の意見も踏まえ、調査の継

続の必要性を検討する予定です。 

  



7 

 

 

  
別紙 1 



8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・ 
・ 
・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙 2 



9 

 

 

 

 

別紙 3 


	第1章 　 環境影響評価準備書の公告及び縦覧
	1. 環境影響評価準備書の公告及び縦覧
	(1)　 公告の日
	(2)　 公告の方法
	ア． 日刊新聞紙による公告
	イ． インターネットへの掲載による公告

	(3)　 縦覧場所
	(4)　 縦覧期間
	(5)　 縦覧者数

	2. 環境影響評価準備書についての説明会の開催
	3. 環境影響評価準備書についての意見の把握
	(1) 意見書の提出期間
	(2) 意見書の提出方法
	(3) 意見書の提出状況


	第2章 　 環境影響評価準備書についての意見の概要及び事業者の見解


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


